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　広島県西北部の農村地帯には，古くから「囃し田（はやしだ）」と呼ばれる行事が伝
えられ，その起源は中世にさかのぼるといわれています。北広島町域で「囃し田」の記
録が残っているのは江戸時代からです。
　豊

ほう

穣
じょう

を願って「田の神」を祭る民族芸能であり，きらびやかな花鞍（はなぐら）をつ
けた10数頭の飾り牛の代掻き（しろかき），大太鼓や手打ち鉦（てうちがね），ササラを
打ち鳴らす囃し方の調和したリズムに合わせ，絣（かすり）の着物に菅笠の早乙女が早
苗を植える古式豊かな様子は，新緑の山，田んぼの水面に映え初夏の一大絵巻となって
います。
　1988（昭和63）年，地元の壬生小学校に地域の宝を伝承しようと「子ども田楽団（で
んがくだん）」が結成され，その子ども達の中からも継承者が育っています。
　1976（昭和51）年に国の重要無形民俗文化財に指定され，2011（平成23）年11月にユ
ネスコ無形文化遺産に登録されました。
　「壬生の花田植」は，毎年６月第一日曜日に開催されます。
 （写真および文：（一社）北広島町観光協会）

表紙写真説明：シリーズ農村の伝統祭事
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（広島県　北広島町）


